
　　

≪説明対象医療機関≫ ３医療機関

※　本資料は病床配分を希望する申請者が、自身の希望・意向に基づき作成したものである。

※　本資料の会議及び東京都福祉保健局ホームページ上での公開については、各申請者の了承を得ている。

　　

資料１－３

病床配分希望について（区西南部）



（様式１－１）

（区西南部医療圏域）

（整備区分）

開設 移転（増床しない）

（病床の整備計画）

（設備整備の計画）

（雇用計画）

（想定する診療報酬）

％

（病床数）
＜現行病床数＞ ＜希望病床数＞ ＜希望病床数反映後＞

一般 29 床 一般 43 床 一般 72 床

療養 43 床 療養 0 床 療養 0 床

計 72 床 計 43 床 計 72 床

高度急性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床） ※現行の療養病床４３床については、

急性期機能 1 （病棟） 29 （床） （病棟） （床） 1 （病棟） 29 （床） 　 同法人が開設予定の別病院に

回復期機能 （病棟） （床） 1 （病棟） 43 （床） 1 （病棟） 43 （床） 　 移動予定

慢性期機能 1 （病棟） 43 （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

開設予定時期 令和 6 年 4 月頃 　　　　調整済 　　　　　　　　調整中

※機能別内訳は、病床機能報告と同
様の方法で記載すること
移転する場合は、移転前の病床数を
記入すること

※新規開設・増床分を記載すること
増床しない場合（移転のみの場合）は
空欄にすること

※機能別内訳は、病床機能報告と同様
の方法で記載すること
移転する場合は、移転後の病床数を記
入すること

機
能
別
内
訳

地区医師会との調整状況

診療科目 内科・外科・整形外科・脳外科・精神科・心療内科・放射線科

整備概要

増床 移転・増床　　

当院は地域医療、地域包括ケアシステム構築に貢献すべく、訪問診療、訪問看護に力を入れるとともに、高度急性期病院の後方支援に尽力している。昨今の医療情勢をはじめ、
当院においては身体合併を有する精神疾患患者の受け入れも積極的に受けている事により、医療圏外からの受け入れ要請も多い状況である。しかし、病床には限りがあり、現在
の機能では地域のニーズに十分応えることが出来ない現状である。
私どもは地域貢献、地域包括ケアシステムにさらなる貢献を目指し、増床することにより、後方支援機能の充実が図られる事、急性期病院の負担の軽減、搬送困難事例のスムー
ズな受け入れにつながる事を確信している。引き続き医療圏全体の連携を強化し、東京都の救急医療、地域医療の充実をともに実現し、都民の期待に答えて参ります。

※当該二次医療圏における
医療機能との整合性も踏まえ
て記載すること

導入予定なし

※高額医療機器の導入など

看護師7人、看護補助2人、理学療法士3人、医事課2人、総務1人　　　　　　　　　求人広告や人材エージェントを利用する。
※常勤医師1名（2023年4月～）内定　　現在の非常勤医師約15名（常勤換算3.2）でこのままの体制で行えば医師はクリアーできる。

※医師・看護師・その他（薬剤
師等）の採用方法・人数など

一般病床43床増加にて2，150，000点

※回復期ﾘﾊⅠ　○床など
新規開設・増床分のみ記載

（病床稼働率）
※直近の施設表の数値。新
規開設の場合は記入不要

91.6

医療機関名 碑文谷病院 医療機関所在地 目黒区南2丁目9番7号

病床配分希望について

開設者名 医療法人社団爽玄会 開設者所在地 目黒区南2丁目9番7号



（様式１－２）

出席者

令和 4 年 11 月 17 日

独立行政法人国立病院機構東京医療センター
新木様
国家公務員共済組合連合会　三宿病院　近藤様
医療法人財団　日扇会第一病院　八辻様
東京都病院協会　常任理事　内藤様
東京都立病院機構　松沢病院　水野様
目黒区医師会　理事　足立様
薬剤師会　小林様
全国保険協会　今井様
NKグループ　横山様
看護協会　南部地区支部理事　佐藤様
区市町村　石原様

令和 4 年 11 月 22 日 目黒区医師会理事

令和 4 年 11 月 30 日 行政

※記載欄が不足する場合は、適宜、行の追加や高さの変更を行っても差し支えない。

※出席者欄には、申請者側の出席者のほか、了解を得られた場合は、調整相手方の出席者についても記載すること。会議形式で多数に渡る場合は主な出席者のみで差し支えない。

※調整内容（要旨）欄は、申請者が伝えた内容や相手方の反応等を中心に簡潔に記載すること

目黒区西南部においては、基準病床数と比べて現在の病床数が不足している。一般病床43床の増床は望ましい。
しかし、増床には医師、看護師等の人員体制が不可欠であり、令和6年の開設までに医療法に基づき計画的に医療
従事者の確保をお願いしたい。

地域の関係者（地区医師会や区市町村等）との調整経過

調整年月日 調整内容（要旨）

地域医療構想調整会議に係る地域単位の分科会が文書により開催され、以下のとおり結果を確認。

理事会では、区西南部の一般病床が不足しているので、一般病床の増床は望ましい。



（様式１－１）

（区西南部医療圏域）

（整備区分）

開設 移転（増床しない）

（病床の整備計画）

（設備整備の計画）

（雇用計画）

（想定する診療報酬）

％

（病床数）
＜現行病床数＞ ＜希望病床数＞ ＜希望病床数反映後＞

一般 0 床 一般 10 床 一般 10 床

療養 0 床 療養 0 床 療養 0 床

計 0 床 計 10 床 計 10 床

高度急性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

急性期機能 （病棟） （床） 1 （病棟） 10 （床） 1 （病棟） 10 （床）

回復期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

慢性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

開設予定時期 令和 6 年 10 月頃 　　　　調整済 　　　　　　　　調整中

※機能別内訳は、病床機能報告と同
様の方法で記載すること
移転する場合は、移転前の病床数を
記入すること

※新規開設・増床分を記載すること
増床しない場合（移転のみの場合）は
空欄にすること

※機能別内訳は、病床機能報告と同様
の方法で記載すること
移転する場合は、移転後の病床数を記
入すること

機
能
別
内
訳

地区医師会との調整状況

診療科目 整形外科、脳神経外科、麻酔科

整備概要

増床 移転・増床　　

世田谷区を含む区西南部医療圏は総人口は 15 年後まで 増加が見込まれますが、それ以降は減少傾向となるものと考えられます。
また、高齢者数増加率は、全国平均に比べ区西南部医療圏は高い傾向にあります。
現在開設を計画する有床診療所は頸椎疾患（脊椎管狭 窄症、椎間板ヘルニアなど ）を対象としています。
頸椎疾患は加齢により生じる疾患であり、50～80 代の患者を主な対象とする為、高齢者数が増加する本医療圏を開業地として選定いたしました。
地域においては近隣のクリニック・病院と密な連携を取って参ります。特に、CT ・ MRI 検査依頼、頸椎の専門治療及び手術適応の可能性がある場合には貢献させて頂きたいで
す。

※当該二次医療圏における
医療機能との整合性も踏まえ
て記載すること

MRI、CT、一般撮影、骨密度測定装置、Cアーム

※高額医療機器の導入など

医師3名（非常勤含む）、看護師7名、看護補助4名、放射線技師2名、事務6名
術者となる医師は1名内定済。看護師は前職の同僚数名から勤務希望を得ております。それ以外の職種はインターネット等の求人媒体を通じて募集予定です。

※医師・看護師・その他（薬剤
師等）の採用方法・人数など

有床診療所入院基本料

※回復期ﾘﾊⅠ　○床など
新規開設・増床分のみ記載

（病床稼働率）
※直近の施設表の数値。新
規開設の場合は記入不要

医療機関名 自由が丘脊椎クリニック（仮称） 医療機関所在地 世田谷区奥沢二丁目４３９番２　他

病床配分希望について

開設者名 大島功生 開設者所在地 （個人開設予定のため不記載）



（様式１－２）

出席者

令和 4 年 10 月 11 日

吉本一哉氏（玉川医師会　会長）
森山義和氏（玉川医師会　地域医療部理事）
阿部晃一氏（玉川医師会　事務長）
大島功生（自由が丘脊椎クリニック（仮）院長）

令和 4 年 11 月 18 日
阿部晃一氏（玉川医師会　事務長）
大島功生（自由が丘脊椎クリニック（仮）院長）

令和 4 年 12 月 14 日
阿部晃一氏（玉川医師会　事務長）
大島功生（自由が丘脊椎クリニック（仮）院長）

※記載欄が不足する場合は、適宜、行の追加や高さの変更を行っても差し支えない。

※出席者欄には、申請者側の出席者のほか、了解を得られた場合は、調整相手方の出席者についても記載すること。会議形式で多数に渡る場合は主な出席者のみで差し支えない。

※調整内容（要旨）欄は、申請者が伝えた内容や相手方の反応等を中心に簡潔に記載すること

玉川医師会阿部事務長と電話連絡。
「11月30日に東京都福祉保健局、世田谷区へ本件を医師会としても積極推進したい旨で決議済と報告しました」と
連絡を受けました。

地域の関係者（地区医師会や区市町村等）との調整経過

調整年月日 調整内容（要旨）

東京都福祉保健局へ本年9月末に申請した病床取得の事前相談計画書と添付資料の内容説明を行いました。
吉本会長、森山理事より「医師会としては歓迎、ぜひ地域医療に貢献して頂きたい」とのお言葉を頂きました。

玉川医師会阿部事務長と電話連絡。
「自由が丘脊椎クリニック（仮）については、分科会は開催せず書面回覧にて決議予定、12月初旬を目途に東京都
福祉保健局へ報告する」と伺いました。



（様式１－１）

（区西南部医療圏域）

（整備区分）

開設 移転（増床しない）

（病床の整備計画）

（設備整備の計画）

（雇用計画）

（想定する診療報酬）

％

（病床数）
＜現行病床数＞ ＜希望病床数＞ ＜希望病床数反映後＞

一般 0 床 一般 19 床 一般 19 床

療養 0 床 療養 0 床 療養 0 床

計 0 床 計 19 床 計 19 床

高度急性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

急性期機能 （病棟） （床） 1 （病棟） 19 （床） 1 （病棟） 19 （床）

回復期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

慢性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

開設予定時期 令和 7 年 4 月頃 　　　　調整済 　　　　　　　　調整中

※機能別内訳は、病床機能報告と同
様の方法で記載すること
移転する場合は、移転前の病床数を
記入すること

※新規開設・増床分を記載すること
増床しない場合（移転のみの場合）は
空欄にすること

※機能別内訳は、病床機能報告と同様
の方法で記載すること
移転する場合は、移転後の病床数を記
入すること

機
能
別
内
訳

地区医師会との調整状況

診療科目 整形外科、リハビリテーション科

整備概要

増床 移転・増床　　

当法人は、2020年9月より区西北部地区の豊島区において、地域における整形外科プライマリーケアと肩肘診療を中心とした専門的関節外科診療に従事してきました。関節外科領
域の手術適応症例については、板橋区の明理会東京大和病院と連携のうえ20床程度の開放病床を利用して手術を行っており、2021年実績で約800件（肩肘手術600件、股関節膝
関節手術200件）、2022年には1000件程度の手術を行ってまいりました。このような状況の中でも、東京都内のみならず全国から専門的医療を求めて患者が増加しており、手術の
待機期間も1～3ヶ月となっており手術需要に対応できない状態となりつつあります。これらの需要に応え問題点を解決するため、新クリニックを神奈川県や都南西部からのアクセス
のよい区西南部の渋谷区に設立し、外来診療の需要に答えるのと同時に、有床診療所として短期入院で済む比較的若年でリスクの低い関節鏡手術を中心に行ない、東京大和病
院における負荷を分散して手術待機期間の短縮を図っていきたいと考えております。尚、東京大和病院においても引き続き高齢者や人工関節手術および長期入院を希望する患者
の手術を行っていきます。今後の需要を考慮し、新クリニックにおける入院病床は19床を確保させて頂き、最終的には年間1000件を超える手術に対応できるようにしたいと考えてお
ります。これにより当地域における関節外科の整形外科急性期医療提供不足の改善に貢献できると考えています。

※当該二次医療圏における医
療機能との整合性も踏まえて
記載すること

手術室、関節鏡機器、MRI、リハビリ・トレーニング室

※高額医療機器の導入など

医師は本院の非常勤医師を転属し常勤医師2名とし、さらに非常勤医師も数名採用予定。麻酔医は常勤医1名、非常勤医2名採用予定。看護師は本院の非常勤看護師2名を転属し
常勤とし、さらに新規に6名採用予定。理学療法士は本院より6名転属予定で、新規に4名採用予定。放射線技師は本院より2名転属予定。2年目以降は、需要に応じて各職種のス
タッフを増員していく予定である

※医師・看護師・その他（薬剤
師等）の採用方法・人数など

有床診療所入院基本料19床、運動器リハビリテーション料(Ⅰ)
関節鏡視下肩腱板断裂手術、関節鏡視下関節唇形成術（肩関節、股関節）、関節鏡視下膝前十靱帯再建術、関節鏡視下半月板切除術、関節鏡視下滑膜切除術（肩、肘、膝）人工
関節全置換術（肩、股）など

※回復期ﾘﾊⅠ　○床など
新規開設・増床分のみ記載

（病床稼働率）
※直近の施設表の数値。新
規開設の場合は記入不要

医療機関名 医療法人社団TSOC北参道（仮称） 医療機関所在地 渋谷区千駄ヶ谷2-312-6

病床配分希望について

開設者名 医療法人社団TSOC 開設者所在地 豊島区上池袋4-29‐9 KITAIKETERRACE2F



（様式１－２）

出席者

令和 4 年 12 月 26 日

・地区医師会代表　渋谷区医師会　理事　井上荘太
郎
・区市町村代表
　渋谷区健康推進部兼保健所長　阿部敦子
　渋谷区保健所生活衛生課長　國副隆
・東京都病院協会医療機関代表（急性期）
　渋谷区医師会　会長　内藤病院　院長　内藤誠二
・東京都病院協会医療機関代表（高度急性期）
　日本赤十字社医療センター　副院長　増田亮
・医療機関代表（慢性期）
　セントラル病院　統括院長　山下晋矢
・渋谷区歯科医師会　会長　木下滋彦
・渋谷区薬剤師会　会長　野本幸治

※記載欄が不足する場合は、適宜、行の追加や高さの変更を行っても差し支えない。

※出席者欄には、申請者側の出席者のほか、了解を得られた場合は、調整相手方の出席者についても記載すること。会議形式で多数に渡る場合は主な出席者のみで差し支えない。

※調整内容（要旨）欄は、申請者が伝えた内容や相手方の反応等を中心に簡潔に記載すること

地域の関係者（地区医師会や区市町村等）との調整経過

調整年月日 調整内容（要旨）

【東京都地域医療構想調整会議　渋谷区分科会】
今回開院を予定している渋谷区で、保険診療中心の関節外科に特化した専門的な整形外科の
有床診療所が出来ることは意義あることとされたが、近隣病院やリハビリテーション施設とも緊密
に連携を取ることによって高齢者の多い地域医療にも貢献するよう要望が出された。これに関し
ても手術を要する中高年の肩疾患を中心に大きく貢献できると考えられ、地域にとっても大いに
メリットありとなりました。


